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一
点
目
は
、
福
島
第
一
原
発

の
事
故
か
ら
２
年
４
ヶ
月
が
経

過
し
、
７
月
７
日
に
国
労
フ
ク

シ
マ
放
射
能
問
題
交
流
会
に
よ

る
被
災
地
視
察
に
参
加
し
ま
し

た
。
福
島
第
一
原
発
か
ら
15
キ

ロ
地
点
に
あ
る
富
岡
町
ま
で
入

り
ま
し
た
。

か
り
の
光
昭
氏
（
国
労
議
員

団
い
わ
き
市
議
）
か
ら
、
事
故

か
ら
２
年
間
を
振
り
返
り
次
の

様
に
報
告
し
て
い
ま
す
。
「
廃

炉
作
業
は
高
線
量
で
困
難

を
き
わ
め
て
い
る
」
「
汚

染
水
処
理
に
つ
い
て
は
、
お
手

上
げ
の
状
態
」
「
仮
置
場
が
決

ま
ら
な
い
と
除
染
は
進
ま
な
い
」

「
生
活
が
再
建
で
き
る
賠
償
に

な
っ
て
い
な
い
」
「
東
電
の
隠

蔽
体
質
は
変
わ
っ
て
い
な
い
」

と
言
う
こ
と
で
し
た
。
「
健
康

管
理
に
つ
い
て
は
、
全
県
民
対

象
の
検
査
を
自
治
体
に
要
望
し

て
い
く
」
と
い
う
取
り
組
み
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
国
労
フ
ク
シ
マ
放
射
能

問
題
交
流
会
は
、
昨
年
11
月
24

日
に
発
足
し
、
仙
台
地
方
本
部

と
交
流
を
続
け
な
が
ら
放
射
能

汚
染
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
労

働
者
や
労
働
環
境
の
改
善
を
図

り
、
若
手
社
員
と
共
に
考
え
組

織
し
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

同
時
に
脱
原
発
や
震
災
復
興
の

取
り
組
み
を
強
化
し
つ
つ
急
が

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
部

の
支
援
を
要
請
し
ま
す
。

二
点
目
は
、
本
部
指
令
１
号

に
基
づ
き
、
地
本
は
組
織
拡
大

目
標
と
集
中
す
る
ゾ
ー
ン
を
設

定
し
、
今
日
ま
で
組
対
会
議
や

行
動
を
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
成
果
は
あ
る
も
の
の
結
果

に
結
び
付
か
な
い
状
況
で
す
。

ま
た
、
６
月
８
〜
９
日
に
第
10

回
職
場
活
動
家
交
流
集
会
を
開

催
し
、
全
体
交
流
と
分
散
会
を

中
心
に
テ
ー
マ
を
組
織
拡
大
に

絞
り
交
流
し
て
き
ま
し
た
。
９

月
21
日
を
第
３
ゾ
ー
ン
の
総
括

集
会
に
し
、
残
さ
れ
た
期
間
に

全
機
関
が
集
中
し
組
織
拡
大
に

繋
げ
、
歓
迎
集
会
と
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
点
目
は
、
貨
物
問
題
の
２

０
１
３
年
度
夏
季
手
当
獲
得
の

闘
い
で
す
。
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
の

姿
勢
は
全
組
合
員
と
家
族
へ
の

裏
切
り
で
あ
り
責
任
を
放
棄
し

た
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

本
部
は
、
Ｊ
Ｒ
三
島
問
題

と
あ
わ
せ
て
構
造
矛
盾
を

解
消
さ
せ
る
取
り
組
み
を
提
起

し
全
組
合
員
が
集
中
で
き
る
が

大
き
な
鍵
と
言
え
ま
す
。

最
後
に
連
合
問
題
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。
第
８
０
回
定

期
全
国
大
会
で
高
橋
委
員
長
発

言
、
濱
中
書
記
長
の
集
約
答
弁
、

第
８
１
回
定
期
大
会
で
の
議
論

え
を
経
て
、
今
大
会
で
ど
の
様

な
方
向
性
を
示
す
の
か
お
聞
か

せ
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
労
本
部
は
、
７
月
25

日

〜
26
日
の
二
日
間
の
日
程
で
、

第
82
回
定
期
全
国
大
会
を
静

岡
県
伊
東
市
内
で
開
催
し
ま

し
た
。

大
会
は
、
一
年
間
の
総
括

と
Ｊ
Ｒ
の
安
全
輸
送
確
立
、

職
場
に
お
け
る
労
働
条
件
改

善
、
Ｊ
Ｒ
及
び
グ
ル
ー
プ
を

含
む
非
正
規
労
働
者
の
正
社

員
化
及
び
処
遇
の
改
善
、
国

労
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
組

織
拡
大
、
原
発
再
稼
動
反
対
、

平
和
の
課
題
、
２
０
１
４
年

春
闘
な
ど
向
こ
う
一
年
間
の

闘
う
方
針
と
意
志
を
固
め
あ

い
ま
し
た
。

大
会
挨
拶
で
石
上
浩
一
執

行
委
員
長
は
、
安
倍
政
権
に

よ
る
「
解
雇
自
由
」
を
は
じ

め
労
働
法
制
の
改
悪
の
動
き

を
批
判
し
ま
し
た
。
ま
た
、

憲
法
改
悪
の
動
き
に
拍
車
を

か
け
て
い
る
こ
と
に
対
し
、

平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
闘

い
を
大
き
く
広
げ
よ
う
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

安
全
問
題
で
は
、
石
勝
線

の
脱
線
・
火
災
事
故
な
ど
ト

ラ
ブ
ル
が
相
次
い
で
い
る
こ

と
を
指
摘
し
、
安
全
・
安
定

輸
送
の
確
立
の
た
め
「
健
全

な
労
使
関
係
の
確
立
と
職
場

環
境
の
改
善
、
雇
用
の
確
保

と
社
員
の
生
活
向
上
な
ど
を

目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

最
後
に
組
織
の
最
重
要
課

題
で
あ
る
組
織
強
化
・
拡
大

に
向
け
て
全
組
合
員
の
力
を

結
集
し
闘
い
を
進
め
よ
う
と

訴
え
ま
し
た
。

真 摯 な 討 論 を 行 い う 各 地 方 の 代 議 員

２
０
１
３
年
度
中
央
執
行
委

員
会
の
成
立
に
つ
い
て

国
労
は
第
８
２
回
定
期
全
国
大
会
を

７
月
２
５
日
〜
２
６
日
に
静
岡
県
伊
東

市
に
お
い
て
開
催
し
た
。

大
会
で
は
、
Ｊ
Ｒ
に
働
く
す
べ
て
の

労
働
者
の
地
位
向
上
と
労
働
条
件
の
改

善
、
安
全
・
安
定
輸
送
と
健
全
な
労
使

関
係
の
確
立
、
三
島
・
貨
物
会
社
及
び

並
行
在
来
線
・
地
方
交
通
線
の
維
持
・

活
性
化
、
Ｊ
Ｒ
三
島
な
ら
び
に
貨
物
会

社
へ
の
経
営
支
援
策
の
拡
充
や
地
方
交

通
線
の
維
持
・
活
性
化
な
ど
持
続
可
能

な
総
合
交
通
政
策
の
実
現
、
２
０
１
４

年
春
闘
、
平
和
憲
法
を
守
る
闘
い
な
ど
、

山
積
す
る
諸
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み

の
継
続
・
強
化
を
は
か
る
具
体
的
方
針

を
確
立
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ま
で

の
全
国
統
一
行
動
の
成
果
の
上
に
立
っ

て
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
組
織
の
強
化
・

拡
大
に
向
け
た
真
剣
な
議
論
が
行
わ
れ
、

満
場
一
致
で
運
動
方
針
を
決
定
し
た
。

本
部
は
、
７
月
２
６
日
、
第
１
回
中

央
執
行
委
員
会
を
開
催
し
、
中
央
執
行

委
員
会
の
成
立
と
当
面
す
る
闘
い
の
展

開
に
つ
い
て
決
定
し
た
の
で
、
以
下
の

と
お
り
指
令
す
る
。

《
指

令
》

中
央
執
行
委
員
会
の
成
立
に
つ
い
て

中
央
執
行
委
員
長
（
専
）
石
上
浩
一

（
総
括
、
政
治
・
共
闘
担
当
）

中
央
執
行
副
委
員
長
（
専
）
田
中
博
文

（
組
織
部
長
、
法
対
部
長
）

書
記
長
（
専
）
真
子
俊
久
（
企
画
部
長
、

教
宣
部
長
）

中
央
執
行
委
員
（
専
）
鈴
木
郁
夫
（
総

務
・
財
政
部
長
、
貨
物
・
組
織
・
共
闘

担
当
）

〃

（
専
）
小
池
敏
哉
（
業
務

部
長
、
総
務
担
当
）

〃

星
野
高
志
（
業
務
・

貨
物
担
当
）

〃

井
村
好
博
（
政
治
・

業
務
・
調
査
担
当
）

会
計
監
査
員

内
田
昌
裕
・
三
宅
明

（
専
）
馬
橋
博
一


